





シス ズ ステム ノー ト 
本 マニ ュ ア ル は 、 ビ ロ -980] シ リー ズ の シス テム ノー ト で す 。 


と の マニ ュ ア ル に は 対応 機種 、 ハ ー ド の 設定 、 拡 張 な ど に つい て 書か れ て いま す 。 
ゲー ム が 立ち 上 が ら な いと き に は ご 覧 下さ い 。 
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確認 事項 
画 製 品 構成 
本 製品 は 次 の よう な も の で 構成 され て いま す 。 バッ ケー ジ の 中 身 を お 確か めく だ さい 。 
・ 4 枚 2 ウレ ギン グマ ニュ ア ] 
0 の ト 1 示 の ドカ 補 ] 枚 
Pp. セッ ト ア ッ プ 
画 動 作 環境 
PD-9801 版 「SBUZAKU」 は 以下 の 環境 で 動作 保証 し ます 。 
【 コ ンピュータ 本 体 】 
※ 対 応 機種 に つい て は 、「 対 応 機種 一 覧 表 」 を ご 覧 下さ い 。 
【 ア ナ ロ グ ディ スプ レイ 】 


※ 対 応 デ ィ イス プレ イ に つい て は 、「 非 対応 ディ スプ レイ に つい て 」 を 参照 し こく だ さい 。 


【 そ の 他 の ハー ドウ ェ ア 環 境 】 
※ 人 ハー ドウ ェ ア 環 境 に つい て は 、「 そ の 他 の ハー ドウ ェ ア 環 境 に つい て 」 を 参照 し こく だ さい 。 


3. 起動 方 法 


a ム を 起動 させ て くだ さい 。 
【 操 作 1】 セッ ト ア ッ プ に 表記 され て いる 環境 を 用 意 し ます 。 電源 が ON に な っ て いる 状態 
で ドラ イブ 1 に DISK A を 、 ド ライ ブ に DISK 日 を 入れ て 下さ い 。 


【 操 作 P】 リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て くだ さい 。 プ ログ ラム が 読み 込ま れ 、 オ ー プ ニン グ デ 
モ が 始ま り ま す 。 


【 操 作 3】 ゲー ム を 始め た い 場 合 は マウ ス ボ タ ン を クリ ッ ク す る か 、 何 か の キー を 押し て く 
だ さい 。 画面 の メッ セー ジ に 従っ て ドラ イブ | の ディ スク を 入れ 替え て 下さ い 。 































































































【 操 作 4】 画面 の メッ セー ジ に 従っ て 初期 設定 を 行なっ て 下さ い 。 














4 . 対応 機種 一 覧 表 一 拡張 無し で 動作 保証 する も の 一 
※ VM2/4 UV2/4 に つい て は 、「VM8/4 UV6/4 の 設定 」 を 参照 し こく だ さい 。 


固 NEC PO-980I 較 EPSON PC-286/386 








グ 4| 
g グ 4/ 相 /51 


g/U8 ノ 5 ン U5 
6/U8 ノ 5 ン U5 | 
g ン /U6 ノ 5/U5 
g ン /U6 ノ 5 ン U5 ブ 7 ン U7 
g ノ 5 ノ 5/W 














※ UF は 一 部 の 機種 自体 に 動作 が 不安 定 な も の が あり ます 。 


5 非 対 応 ディ スプ レイ に つい て 


た SH は アナ ログ ディ スプ レイ 専用 版 で す 。 デ ジタル ディ スプ レイ に は 対応 し 
て お り ま せん 

お 手持 ちの ディ スプ レイ が アナ ログ か デジ タル か を 判断 する に は NEO 製 の ディ スプ レイ で 
あれ ば 、 型 番 が PO-KDD8* * と つなが れ ば アナ ログ 、P ロ -KD5* * と つなが れ ば デジ タル デ 
ィ ス プレ イ と 判断 し ます 。 


※ 他 社 の も の で も 使用 で きま す が 、 ア ナ ロ グ か デジ タル か を メー カー、 ま た は 店 頭 で お 確か 
め 下 さい 。 
6. その 他 の ハー ドウ ェ ア 環境 


田 「G り 〆AKU」 は 以下 の ハー ドウ ェ ア に 対応 し て いま す 。 た だ し 、 こ れ ら は ゲー ム の 進行 を よ 
り 快 適 に 楽し む 為 の も の で す の で 、 必 ず し も 用 意 す る 必要 は あり ませ ん 。 




































































① 拡張 RAM ボー 

©EMS 方 式 の RAM ボー ド 
③ FM 音源 ボー ド 

@ MIDI ボー ド 


人 RAM ボー ド に つい て 

以上 の RAM ボー ド に 対応 し て いま す 。 拡張 RAM ボー ド を 使用 する と 、 デ ィ ス クア クセ 
っ 可 数 が 減り 、 快 適 に ゲー ム が 進行 で きま す 。 ボ ー ド の 増設 に つい て は ハー ド 本 体 附属 の 各 マ 
ニュ アル を 参照 し て 下さ い 。 


© EMB 方 式 の RAM ボー ド に つい て 
EMS 方 式 の RAM ボー ド は メル コ 、IO デー タ 機 器 の 8 社 の も の に 対応 し て いま す 。 そ れ 以 
上 の ハー ド に 関し て は 、 動 作 保証 いた し か ね ます 。 

また 、 プ ロ テ ク トメ モリ 方 式 に は 対応 し て お り ま せん 。 


















































圏 拡張 RAM ボー ド に つい て の 詳細 事項 


2 装 応 GO な いも の mo" PC-9801 DA 
PO-8801 DS 
PC-9801 RA 








な ど 、 内蔵 HAM ボー ド を プロ テク トメ モリ と し て 使用 する も 


の に は 対応 し て いま せん 。 





て いる 場合 は 対応 で きま せん 。 























8 条件 に より 対応 し な いも の …… ま た 、 通常 の 日 AM ボー ド で も 、 EMS の み の 使 用 設定 に な っ 








と の と き の 対 処 の 方 法 は 、 ご 使用 の RAM ボー ド の マニ ュ ア ル 


を ご 覧 に な っ て 、 ご 使用 の 機 
【EMS と 1D-BANK】 の モー 


種 に ある HAM の 設定 の 内 
ド を 選ん で 下さ い 。 


また 、 こ の 症状 は PO-980]1 シ リー ズ お よび その 互換 機 に お い 


て 発生 し ます 。 


田 デ ィ ッ プス イッ チ 
① の 状況 で RAM と し て 認識 


3 その 他 の 注意 事項 ……………… HAM ディ スク の 使用 時 に は 次 の こと に ご 留意 くだ さい 。 


され て いな い 時 は 、 メ モリ 不足 


に より 起動 し な く な り ま す の で 、 デ ィ ッ プス イッ チ の 3 一 6 


を り FF に し て 下さ い 。 
男 対 応 RAM ボー ド 


IO デー タ 機 器 製 と メル コ 社 製 8 点 。 た だ し 、 内 蔵 タ イプ の も 


の は 使用 で きま せん 。 
男 RAM の 設定 


EMS だ け に 全て の メモ リ を 割り 振る と 使用 で きま せん 。 必 
ず 、10 バン クモ ー ド を 設定 の 中 に 含ん で ご 使用 下さ い 。 
※P ロ -886O を ご 使用 の 方 で EMS メモ リ を 使用 する 場合 は ソフ トディ ッ プ スイ ッ チ の 


ご W3-5 を ON に し て サウ ンド HOM を 切り 離し て 下さ い 。 


③ FM 音源 に つい て 
FM 音源 を 標準 実装 し て いな い 機 種 は 、 音 源 拡張 ボー ド (FM 3 音 オ PSG) を 装備 する こと に 
よっ て 音楽 を 楽し お こと が で きま す 。 


②③ MIDI ボー ド に つい て 
本 製品 は 以下 の MID| 音源 に 対応 し て いま す 。 


ロー ラン ド 社 MIDI 音源 
| MT-38 CM38L CM64 | 


MI 
| 


0 
3 
4. 


| 接続 に 必要 な も の 

PO-9B0U] 用 の MID| ボー ド 
対応 し て いる MIDI 音源 

MIDI ケー ブル 

音声 再生 装置 (アン プ 、 ヘ ッ ド ホン ) 

















※MID| ケー ブル が 5 中 以上 ある 場合 、 信 号 が 正常 に つなが ら な 








い 場 合 が あり ます 。 ま た MIDI 
か ら 出 力 さ れる 音 が 止ま ら な く な っ た 場合 、 い っ た ん 電源 を 切っ て し ば らく お いて か ら 起 動 








し 直し て くだ さい 。 な お 、MIDI に つい て 詳し く 知 り た い 方 は 
い 。 








販 の 専門 書 な ど を お 読み 下さ 


7 . ディ ッ プ スイ ッ チ の 設 


① コ ンピュータ の 動作 環境 を 設定 する スイ ッ チ が 、 本 体 下部 に あり ます 。 本 製品 に あわ せ た 設 定 
を 行なっ て 下さ い 。 





※ デ ィ ッ プス イッ チ は 下 に さがっ て いる 状態 が DN で す 。 また 、 SW 番号 は 左 か ら | 、P 、3 と 
番号 が つい て いま す 。 


⑧ デ ィ ッ プス イッ チー 覧 PO-980] VM8I 以 降 


FF 
F 
F 
F 











CAO 
・SW3-7 を ON 
・SW3-8 を OFF 

他 の 設定 は VMal 以降 と 同じ 


PO-880IVMII、UVII、Do、Dg+ 
・ ら SWe-B を OFF 


他 の 設定 は VM8I 以 降 と 同じ 








Qo 回: 
PO-980IDo、 Do+、 VM11、 UV11、 UF は 、 オー プ ニ ン グ を 見 る 場合 は クロ ッ ク 数 を 8 に 
合わ せ て 下さ い 。 


8. VM2/4 UVA/4 



































画 必 要 な 拡張 内 容 ・HAM を 540K バイ ト 以 上 に 拡張 
・165 色 ボー ド の 拡張 (VM2/4 の み ) 


① メ モリ 拡張 に つい て 
PO-9801| VMA/4、 UVA/4 は RAM が 384K バ イト の 機種 ご す 。 これ ら の 機種 は RAM の 拡 
張 が 必要 と な り ま す 。 RAM ボー ド 拡 張 の 方 法 に つい て は ハー ド 本 体 附属 の 各 マ ニュ アル を 参 
申し て 下さ い 。 








@1]B 色 ボー ド に つい て 
PC-980] VMZ/4 は 16 色 アナ ログ 表示 能力 を 標準 実装 し こい ませ ん 。 こ れ ら の 機種 は 16 色 ア 
ナ ロ グ ボー ド の 拡張 が 必要 で す 。 
拡張 が され て いな い 場 合 は 、 画 面 の 色 が お か し く な っ て し まい ます 。 ボ ー ド の 拡張 方 法 に つい 
て は ハー ド 本 体 附属 の 各 マ ニュ アル を 参照 し て 下さ い 。 


ディッ プス イッ チ の 説明 
コン ピュ ー タ の 動作 環境 を 設定 する スイ ッ チ が 、 本 体 下部 に あり ます 。 本 製品 の 動作 環境 に 合 
わせ た 設定 を 行なっ て 下さ い 、。 
We の 5 を ON SW3 の 5 を ON 


SW3 の 8 を OFF 
他 の 設定 は VMal 以 降 と 同じ 他 の 設定 は VM 以降 こ 同 じ 





